










































民学校の第 6学年用教科書 ｢初等科理科三｣の単元に (14)｢タコト飛行機｣2)がある｡学
習指導要領 (試案)に基づいて編集された ｢小学生の科学｣は昭和23年 (1948)年度以降


































崎年表7)によれば,天明元年 (1781年)2月には ｢郷地に於て紙鳶を揚 くる禁す其耕作物
を害するに至るを以て也｣とある｡文政年間 (1820年頃)に編纂された ｢長崎名勝図絵稿




年表7)に,天保 7年 (1836年)3月に ｢凧揚の戯を禁す｣とあり,天保11年 (1840年)
3月に ｢紙鳶を揚 くるを禁す｣とある｡弘化元年 (1844年) 2月 ｢凧揚を禁す｣,嘉永
2年 (1849年)2月 ｢小鬼の外紙鳶を揚 くるを禁す｣とある｡弘化 4年 (1847年)版の
｢長崎土産｣9)では,図2に示す ｢金毘羅山紙鳶合｣について記述があり ｢三月十日金毘
羅大権現の祭日にして其日は大人小児各々行厨を携へ酒樽を擁して暁野にいたり紙鳶 (は
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頭山の上の広場では,凧合戦が賑やかであったことが分かる｡
誰の主催というのでもなく,伝統を継承して行われた江戸後期からの明治期にかけての











大正期の長崎凧台 目取 (場所)13)は,新暦 4月 3日 (風頭山),4月10日 (金比羅),




昭和前期の紙鳶揚 (凧揚)14)の日取 (場所)は,新暦 4月3日 (各所),4月10日 (金




















































































































































































































凧の翼面積 S[m2] 0.077 0.18 0.26 0.34 0.40
凧の質量 m [×10-3kg] 13 28 40 50 62
翼面荷重 Ⅳ [×10-1kg/㌦] 1.7 1.6 1.5 1.5 1.6
凧糸の張力 T[N] 2.0 4.4 6.4 8.3 9.8
ばね秤の荷重 M [kg]
凧糸の長さ loom 0.5～0.7
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筑 面 相 ;0.4mz
風 速 : 約5- 富鉱 訂 湘
凧糸 長 さ :200m
20 22 24cm
甘打糸訣 カ､ら の 凪巨触 JC(cm)
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表 2 授業に関する質問内容と回答分布
項 目 回 答 傾 向
[授業開始前]
1.あなたはこれまでに自分で凧を作ったことがあるかo ある 53%ない 47
2.あなたはこれまでに凧を自分で揚げたことがあるかo ある 80%ない 2
3.｢長崎はた｣のような平面凧の重心を求める方法を説明せよo 説明できる(半数)
4.｢日本たこ (和凧)｣の骨組みと ｢長崎はた｣の骨組み構造の図を 長崎凧は竹骨二
見比べたときの感想を述べよo 本で作れる
5.インドの凧と ｢長崎はた｣の図を見比べたときの印象を述べよo よく似ている(多数)
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